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附属図書館副館長 藤田昌也

この４月１日より、有川館長の推薦を受け、副館長を拝命致しました。

副館長制度は、今年度から始まった新制度です。副学長が図書館館長を兼任することになり、法人化・

移転をむかえて副学長及び図書館長としての仕事を一層充実できるようにという配慮から始まったもの

ではないかと思います。館長でなければならない、あるいは有川教授でなければならない業務というも

のがありますので、それ以外については、補助もしくは代行してゆくというのが私の仕事ということに

なります。私にとっては、図書館は利用するところであったのですが、１８０度転換して、資料利用のサー

ビスを提供する逆の立場になりました。図書館の利用者の一人として、機会があれば要望し、また寄せ

られた要望に応えるように実現を図るのが私の役割と思っております。

平成１６年４月から独立法人の制度が始まります。大学全体の問題であって図書館だけではありません

が、何がどうなるのか、法人化の準備として何をすべきか、がもう一つ分からず隔靴掻痒の感がありま

す。すでに図書館では独立法人への移行の前提として資産評価の問題が生じていますが、これについて

は解決の方向が少し見えたようです。まだ言い出されていないのですが、減価償却の準備はしなくてい

いのかといった問題は、私の専門に近いこともあって、みんなで渡れば怖くない式で回避できるのか、

大変気がかりになっています。また従来の予算制度とは全く異なった交付金制度が始まりますから、図

書館予算にどのような影響をもたらされるのか、という不安もあります。柱となるのは、結局は中期目

標・中期計画ではないかと思われます。幸いなことに、有川館長が立案され、商議委員会において検討

されてきた計画があります。これがどれだけ優先されるのかが重要な鍵になってくるのではないでしょ

うか。

九州大学は、さらに新キャンパスへの移転があります。先に理系図書館が移転しますが、その後、文

系諸部局の図書館も統合されて、中央図書館が移転することになります。現在の部局図書館が持つ地理

的な便利さはどうしようもありませんが、統合のメリットを生かし、種々工夫して便利さを別の形で提

供しながら、さらに新キャンパスのシンボル的な場所にもなればという強い願いを持っています。館長

からは私に課題として与えられていますので、みなさまのご協力を得て、是非すばらしい教育研究の場

の基本的な案ができればと思っています。

ところで４月１日の着任式に、中央図書館の職員を前に挨拶の機会を得ました。私ごとですが、その

中には、私の学生時代からの職員が数人おられます。懐かしい顔ぶれもありました。必ずしもいい学生

ではなかっただけでなく、紛争の時は迷惑をかけたこともあります。忸怩たるおもいがかすめました。

是非皆様のご協力を得て、課題を解決してゆきたいと思っております。よろしくお願い致します。

（ふじたまさや 経済学研究院）
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九大が所蔵する記録史料の状態と活用（１）

宮 崎 克 則
「竹 田 文 庫」

附属図書館５Ｆの貴重図書室に、写真の木箱があ
る。何の表示もなく、何が入っているかも不明であっ
た。ふたを開くと、なかには多くの史料が無造作に
つめ込まれており、いくつか取り出してみると、「竹
田春庵」などを宛名とする書状があり、「竹田文庫」
であることがわかった。
「竹田文庫」は、一部が福岡県立図書館にあり、
一部が九大にあることは聞いていたが、九大のどこ
に保管されているのか知らなかったので、新たな発
見であった。そこで、カードが作成されているかど
うか調べてみると、あったのはたった一枚のカード
であり、「竹田文庫」が附属図書館にあることを記
すのみであった。
上の木箱には、約１４６０点の記録史料が未整理のま

まつめ込まれていた。この他に、同じ「竹田文庫」
でありながら、別置されていた木箱があった。それ
は、「益軒書簡」と題された巻子（１０９巻）を納めて
いる。

「益軒」は貝原益軒であり、福岡藩を代表する儒
学者である。益軒の著作は、『養生訓』『大和本草』

などの自然科学、『黒田家譜』『筑前国続風土記』な
どの歴史・地理、『益軒十訓』の教訓書など多岐に
わたっている。
竹田定直（春庵）は、貝原益軒の高弟であったか
ら、益軒からの手紙が「竹田文庫」に残ってるのは
当然のことでもある。しかし、問題なのは、いつの
時期か不明ながら、「竹田文庫」のなかから益軒の
手紙だけを抜き出し、内容によって分類し、巻子に
装丁したことである。
一見すると、きれいに装丁されており、適切に保
存されているように見えるが、抜き出すことによっ
て、もともと史料がどのように並んでいたのかわか
らなくなってしまっている。しかも、いつ・誰が・
どのような目的で「益軒書簡」の巻子を作成したの
かも不明である。
このような補修を加えた場合には、補修の記録を
残していくべきである。

我々は、平成１２年度から「竹
田文庫」の整理を開始し、現在
も進行中である。これまでに三
分の二ほどを整理した。史料１
点ごとに中性紙の封筒に入れ、
表題・年代・作成者や内容など
を抽出して表記している。巻子
になっている「益軒書簡」は封
筒に入れず、別にカードを作成
している。これら基礎作業の終
了後、必要データを入力し、ネッ
ト上でも検索できるようにする
予定である。

竹田家はもともと京都の公家であり、江戸時代に
福岡藩主黒田家に仕えた。なかでも竹田定直（春庵、
助太夫）・竹田定良は、貝原益軒とともに『黒田続
家譜』を編纂したり、藩校修猷館を創設するなど、
福岡藩を代表する学者として著名である。「竹田文
庫」には、荻生徂来や雨森芳州などの著名人と交わ
した手紙や朝鮮通信使関係記録なども多数含まれて
いる。
いくつかを紹介しよう。

史料番号３２ 雨森芳洲書状
雨森芳洲（１６６８～１７５５）は、江戸時代中期の儒学
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者であり、通称は東五郎。書状には差出人として「雨

森東五郎」の名があり、宛名は竹田助太夫（定直）
となっている。芳洲は１７、１８歳のとき幕府の儒官木
下順庵に学び、元禄２（１６８９）年、順庵の推挙によっ
て対馬藩儒となる。彼は語学に優れ、中国語・朝鮮
語に通じ、対馬藩の文教と朝鮮外交に力をふるった。
この史料は、芳洲らしく唐話（中国語）に詳しい

しんしゃ

「庸蔵子」なる人物に親炙するように勧めたもので
ある。

り とうかく

史料番号１１２号 李東郭七言律詩詩箋

李東郭は、正徳元（１７１１）年、徳川家宣が将軍と
なったことを祝賀するために来朝した朝鮮通信使の
製述官である。使節のなかでも文事に長けたことで
知られ、日本の儒者・詩人との唱和詩はもっとも多
く残り、また新井白石の漢詩文集『白石詩草』（正
徳２年刊）に序文を寄せるなど、わが国の知識人た
ちに大きな刺激を与えた。この序文に「両詞伯に奉
る（２人の詩文の大家に捧げる）」とあることから、
竹田定直とその息・定澄に呈したものであろうか。
なお「竹田文庫」には、このほかにも洪鏡湖、南泛
叟などとの詩箋が多数残されている。

なんめい

史料番号３１７号 亀井南冥書状

書状の右端の「茂兵衛」は竹田定良のことであり、
その下の「主水」は差出人 亀井南冥である。
亀井南冥は、早良郡姪浜村（現福岡市西区姪浜）
生まれ。儒学および漢詩を肥前の僧大潮、医学を長

ながとみどくしょうあん

門・長府の永富独嘯庵に学ぶ。帰郷後、父（聴因）
ひ えいかん

とともに自宅内で儒学講義所（蜚英館）を経営し、
宝暦１３（１７６３）年、朝鮮通信使の応接等の功績によ
り、「儒医兼帯」として福岡藩に仕える。天明４
（１７８４）年に福岡藩の藩校設立に尽力し、文化８
（１８１１）年に死去した。
彼が設立に尽力した福岡藩の藩校は、東学問所（修

かんとうかん

猷館）と西学問所（甘棠館）である。同時に２校の
藩校ができることは全国的にも珍しく、どちらの学
問所に入学するかは個々人の意志によった。
上の書状は、東学門所より西学問所への転校生に
ついてである。
拝誦仕候、御名付之
通り之両人、遠方
故、西学ニ而稽古
致度由ニ而、被仰聞候
旨承知仕候、相見被申候
ハヽ、可然申談候様ニ可
仕候、且又一書兼而
認置候間、御上所之別
御賜愈不備頓首
三月五日

なかには、素行の悪い学生に対する処置について
記したもの（史料番号３１８）などもある。

最後になったが、「竹田文庫」の整理に参加して
いる人々の名前をあげておく。ここでの史料解説も
彼らの調査にもとづくものである。
吉田洋一（久留米大学大学院）
大庭卓也（日本学術振興会特別研究員）
伊藤彰子（日本学術振興会特別研究員）
松尾晋一（九州大学大学院）
武田弘毅（九州大学大学院）
穴井綾香（九州大学大学院）
（みやざきかつのり 総合研究博物館助教授）
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－第４３回開学記念貴重文物展観と公開講演会

ア ン ケ ー ト か ら －ご協力ありがとうございました。
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中央図書館では、５月１１日の本学開学記念日における大学公開事業の一環として、情報基盤センターとの
共催による貴重文物展観（５月９日～５月１５日）と公開講演会（５月１０日）を開催しました。
今回は、附属図書館が所蔵するヨーロッパ製古地図から１６～１８世紀のアジア、日本地図２６点を中心に、学

内で所蔵する貴重な中国、朝鮮、日本、長崎の古図や関連資料を多数出展していただき、日本とその周辺の
形状の変遷や当時の世界観を一望できるものとなりました。また、特設会場に通ずる廊下には、幕末期の大
型日本実測地図や複製古地図、画像ファイルから出力した「世界人物図巻」などを配し、情報基盤センター
技術陣による超高精細画像のスクリーン投影、大型ディスプレイの配置により会場の雰囲気作りを行い、会
期中４７５名の参観者に好評を得ていました。
本展観を指導していただいた小野菊雄名誉教授による公開講演会は、「ヨーロッパ製古地図から見た日本

とその周辺」と題して、画像化した展示地図や豊富な資料を投影しながら、マルコ・ポーロの時代から日本
がほぼ現在の形状で世界に知られるようになったシーボルト図までの変遷を興味深く話され、時間をオー
バーして１００名余の聴講者に古地図への興趣をかきたてるものとなりました。なお、講演のライブは学内 LAN
を通して各キャンパスのディスプレイ・スポットに配信されました。
また、当日は、近在の図書館職員OB諸氏にも案内し、１９２２年創設から８０周年を迎えた附属図書館のこれ
までの発展に想いをいたす新旧職員の交歓会も盛会裡にとりおこなわれました。

ヨーロッパの古地図の余白に書かれたイラストも
面白かった。世界そして天体、地球に思いをはせた
当時の人達のことを想像し楽しい一時をすごすこと
ができた。（福岡市）
貴重な資料、史料を鑑賞することができ大変素晴

らしかった。地元の地名を発見できたので嬉しかっ
た。（文・学生）
これだけの古地図は今迄に見たことがありません

でした。古地図から作製にかかわった人達のエネル
ギー、勢いを感じ当時大事であったろうことが伺え

ます。（福岡県）
「地図」というテーマで展示を行わない限りこれ
らの資料は一堂に会することはなかったろう。（佐
賀県）
５００年も昔の西洋人は日本が小さな島々の集まり
と考えていたのが驚きだった。次第に地図が正確に
なっていくさまがわかりやすかった。（理・学生）
資料の豊富さに驚きました。（熊本県）
パソコンを用いて展示をよりいろいろな目から見
られ、良いアイデアだった。（理・学生）

Vol. 38, No. 1（2002） 5



室 員：藤 田 昌 也
附属図書館副館長、経済学研究院教授

図書館の将来計画に関する調査研究１

九州大学附属図書館における
電子図書館システムの研究開発２

室 員：喜 田 拓 也
研究開発室講師

室 員：南 俊 朗
研究開発室特別研究員、九州情報大学教授

室 員：松 尾 文 碩
情報基盤センター長、システム情報科学研究院教授

室 員：今 西 裕一郎
人文科学研究院教授

九州大学附属図書館所蔵の貴重資料の画像及び
書誌データベース作成に関する研究開発３

室 員：吉 田 昌 彦
比較社会文化研究院教授

九州大学附属図書館所蔵の
古書・文書データベース構築に関する調査研究４

室 員：宮 崎 克 則
総合研究博物館助教授

本本年年度度のの研研究究開開発発室室活活動動
本年度の研究開発事項及び室員は次のとおりです。

九州大学附属図書館としての将来計画、特に、元岡地区への移転統合、国立大学の独立行政法人化におけ
る図書館のあり方等、図書館の将来計画について調査研究する。

電子図書館化推進のための基礎及び実用化に関する研究を行う。特に、図書目録カードのイメージデータ
による書誌情報検索支援システムの総合的支援システムの実用化に重点をおいた研究開発を進める。
その他、参考調査業務支援システム等の電子的情報収集・検索システム、ICタグを利用した図書館機能

の電子化・自動化、図書館サービスのパーソナル化、書誌情報の遡及入力支援システムなどに関して、要素
技術からその適用システムに至る研究を推進する。

九州大学附属図書館で所蔵する貴重資料の画像及び書誌データベース作成に当たっての対象資料の選定、
入力方式、表示方式、検索法等に関する研究開発を行う。

古書・文書整理検討委員会から出された報告書（平成９年２月）に盛り込まれた検討の後を受け、九州大
学附属図書館及び各部局毎に分散所蔵している古文書類の一元化された目録データベースを作成、電子化す
るための方策等について具体化するための調査研究を行う。

6 図書館情報



室 員：山 野 善 郎
人間環境学研究院助教授

統合移転後の新図書館建設に関する調査研究５

室 員：松 原 孝 俊
言語文化研究院教授

韓国との間における図書館間交流の
推進に関する調査研究６

室 員：Wolfgang Michel
言語文化研究院教授

医学分館所蔵貴重古医書のデータベース化及び
医史学的、書誌学的な調査研究７

室 員：藤 崎 清 孝
システム情報科学研究院助教授

IC タグによる図書館運用に関する調査研究８

室 員：竹 田 正 幸
システム情報科学研究院助教授

９ レファレンス事例検索システムに関する調査研究

ホームページ等、附属図書館広報活動における
英文化に関する調査研究１０

室 員：Cobbing Andrew
留学生センター教授

九州大学のキャンパス移転後の新図書館建設計画に向けて、新図書館の設計等、理想的な大学図書館を建
設するための調査研究を行う。

九州大学附属図書館は、平成１１年度の韓国ソウル大学校中央図書館に続き、平成１４年度に慶北大学校中央
図書館との間に図書館間交流協定を締結した。そこで、これらに関する具体的な計画立案と実施に関する調
査研究を行う。

工学部旧保存書庫収蔵の医学部蔵書中には、先達の収集になる多数の１６－１９世紀の貴重書が含まれている。
平成１１年度は総長裁量経費により再調査、整理作業を行い、平成１２年度から平成１３年度まで具体的に調査研
究を行っている。引き続き、これの遡及目録、データベース化による公開を促進し、併せてコレクションと
しての医史学的及び書誌学的な資料価値等に関する調査研究を行う。

九州大学附属図書館における図書貸出／返却窓口の作業の効率化、図書検索時間の短縮、無人ゲートによ
る入出者管理など、図書館サービスの拡大を目指した IT化推進のために、IC タグを用いた図書館運用に関
して調査研究を行う。

九州大学附属図書館におけるレファレンス業務支援のために、過去の事例を蓄積し、今後のサービス提供
に役だてるためのレファレンス事例検索システムの構築に関する情報収集と調査研究を行う。とくに、九州
地区大学図書館協議会の各図書館との連携も考慮し、今後の図書館の電子化に対応できるシステムの実現法
について調査研究を行う。

ホームページをはじめ附属図書館が行う各種の広報活動について、国際化に対応できる英文化を図り、よ
り国際的な視点から調査研究を行う。
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平成１３年度 特別図書購入一覧
部 局 資 料 名 出 版 形 態 出 版 社 等

法 学 部

行政学・政策評価分析資料コレクション

１．評価（理論、研究、実践の国際ジャーナ

ル）Evaluation : the International Journal of

Theory, Research and practice. Vol．１－

５．１９９５－１９９９．

２．政策評価

Policy Evaluation : Linking Theory to Prac-

tice． ５９６p，１９９５

バックナンバー

図書

Sage Publications in Association

with the Tavistock Institute

E. Elgar

法 学 部

The French Revolution．

A Subject Collection selected from The Eight-

eenth

（「１８世紀英語・英語圏完本集成」精選コレクショ

ン：１８世紀イギリスのフランス革命関係資料集）

マイクロフィルム Gale Group

法 学 部

中世英国王室書簡集

State Papers Medieval and other Records．

Pt．１（vol．１－３２）～Pt．２（vol．３３－６４）２６リール

マイクロフィルム Gale Group

法 学 部
Federal probation. Vol．４１－６４（１９７７－

２０００）

バックナンバー Administrative Office of the US

Courts

法 学 部 Criminology. Vol．３６－３８（１９９８－２０００） バックナンバー Columbus

法 学 部

Zeitschrift fur Wirtschaftsrecht（ZIP）

（formery : Zeitschrift fur Wirtschaftrecht

und Insolvenzpraxis. Vol．１－３．１９８０－８２）

Vol．１－１９（１９８０－１９９８）

バックナンバー Verlag

Kommunikationsforum

Recht Wirtschaft Steu

経済学部

Legislative history of the Gramm－Leach－

Bliley Act

（グラム・リーチ・ブライリー法制定資料集）

（復刻版） 全２３巻

図書 W.S.Hein

経済学部

Handbuch der Deutschen Aktiengesellschaf-

ten，１９００－１９０５

（ドイツ株式会社年鑑）（復刻版）Vol．５－１０

図書 Schmidt Periodicals

経済学部
日経金融機関別借入金ファイル

上場会社＋店頭会社

CD－ROM 日経 QUICK情報

図 書 館

International Bibliographie des Zeitschriften-

literatur aus allen Gebieten des Wissens.

Bd．３６（２０００）

CD－ROM Felix Dietrich Verlag
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休日における図書館利用状況（平成１３年度）

開館日
中央図書館
土・日・祝日

医学分館
土・日・祝日

筑紫分館
土曜日

六本松分館
土・日・祝日

入館者数 開館日数 入館者数 開館日数 入館者数 開館日数 入館者数 開館日数
４月 ２，５６０ ７ １，３３８ １０ ４４ ４ １，７０６ １０
５月 ３，４４９ ９ １，８１１ １０ １６１ ３ ２，０５２ １０
６月 ５，０７０ ９ １，７３９ ９ ８０ ５ ２，３２０ ９
７月 ６，４８９ １０ １，６６４ １０ ９１ ４ ３，３２３ １０
８月 ０ ０ ６０３ ４ ４９ ４ ０ ０
９月 ６，３０２ １１ ３，３６６ １１ ３１ ４ ５，１４５ １０
１０月 ３，３９７ ９ １，７４３ ９ ７１ ４ １，２３８ ９
１１月 ３，５４０ ９ １，４５１ ８ ６９ ３ １，３８５ ８
１２月 ３，３８７ ８ １，３９３ ９ ３１ ５ １，４３５ ８
１月 ４，１８３ ９ １，３７３ ７ ３８ ４ １，４４７ ５
２月 ７，８４５ ９ ２，４３８ ９ ８８ ４ ５，４０６ ９
３月 ４，２８５ １１ １，５９３ １１ １０４ ５ ８４６ ７
合計 ５０，５０７ １０１ ２０，５１２ １０７ ８５７ ４９ ２６，３０３ ９５
１日平均 ５００ １９２ １７ ２７７

平成１３年度九州大学付属図書館入館者統計
部 局 中央図書館 ％ 医学分館 ％ 六本松分館 ％ 合 計 ％

文学部 ２２，４６７ ５．５６ １８１ ０．１１ １６，０４１ ６．４４ ３８，６８９ ４．７３
教育学部 ６，４５４ １．６０ １６９ ０．１０ ３，９７５ １．６０ １０，５９８ １．２９
人間環境学研 ７，２５９ １．８０ ２４２ ０．１５ ３７１ ０．１５ ７，８７２ ０．９６
法学部 ４８，４４３ １１．９８ ８０６ ０．４９ ２７，１０４ １０．８８ ７６，３５３ ９．３３
経済学部 ２６，４２３ ６．５４ ５０４ ０．３０ ２５，８０５ １０．３６ ５２，７３２ ６．４４
理学部 ６２，７６８ １５．５３ ２，０３９ １．２３ ３５，０４８ １４．０７ ９９，８５５ １２．２０
数理学研 ９，３５７ ２．３１ ８４ ０．０５ ３１８ ０．１３ ９，７５９ １．１９
工学部 ７５，６０５ １８．７０ ８３２ ０．５０ ７６，０９０ ３０．５５ １５２，５２７ １８．６３
システム情報 ４，２６５ １．０６ ４９ ０．０３ ７６ ０．０３ ４，３９０ ０．５４
農学部 ７３，３４９ １８．１４ １，４８３ ０．９０ ２５，３８６ １０．１９ １００，２１８ １２．２４
医学部 ５，０３８ １．２５ ８５，２９３ ５１．５９ ６，５２９ ２．６２ ９６，８６０ １１．８３
医学部附属病院 ９０ ０．０２ ８，８９２ ５．３８ ６ ０．００ ８，９８８ １．１０
歯・歯学部病院 １，０４３ ０．２６ １７，６７０ １０．６９ ３，９２９ １．５８ ２２，６４２ ２．７７
医療短大 １，０１６ ０．２５ １６，８２２ １０．１８ １１２ ０．０４ １７，９５０ ２．１９
薬学部 ８０３ ０．２０ １６，６１０ １０．０５ ４，８８２ １．９６ ２２，２９５ ２．７２
生医研 ２ ０．００ ７００ ０．４２ ０ ０．００ ７０２ ０．０９
比較社会文化研 ５，４５９ １．３５ １３８ ０．０８ １７，０２１ ６．８３ ２２，６１８ ２．７６
言語文化研 ３３ ０．０１ ４５ ０．０３ ３８５ ０．１５ ４６３ ０．０６
大学教育研究センター ７４ ０．０２ ５ ０．００ ２４８ ０．１０ ３２７ ０．０４
情報基盤センター １３３ ０．０３ ０ ０．００ １，１５３ ０．４６ １，２８６ ０．１６
総合理工学研 １，８９８ ０．４７ １７ ０．０１ ５５ ０．０２ １，９７０ ０．２４
応研 ５６ ０．０１ ８ ０．００ ０ ０．００ ６４ ０．０１
機能研 ２６ ０．０１ １３ ０．０１ ０ ０．００ ３９ ０．００
健康科学センター １３ ０．００ ６２ ０．０４ １９ ０．０１ ９４ ０．０１
石炭研究資料センター ６ ０．００ ０ ０．００ ３ ０．００ ９ ０．００
図書館（注） １，６３５ ０．４０ ３，１７９ １．９２ ６１ ０．０２ ４，８７５ ０．６０
事務局 １４５ ０．０４ １ ０．００ ３ ０．００ １４９ ０．０２
学務部 ４，８９４ １．２１ １９ ０．０１ ８９ ０．０４ ５，００２ ０．６１
２１世紀プログラム ０ ０．００ ０ ０．００ ６１１ ０．２５ ６１１ ０．０７
放送大学 ４０ ０．０１ ３３ ０．０２ １６ ０．０１ ８９ ０．０１
総合研究博物館 １２５ ０．０３ ０ ０．００ ３ ０．００ １２８ ０．０２
学外（卒業生） ２５，４５６ ６．３０ ６，４９６ ３．９３ ２，４７６ ０．９９ ３４，４２８ ４．２１
学外（名誉教授・元教官） ５４４ ０．１３ ３２５ ０．２０ １５９ ０．０６ １，０２８ ０．１３
学外（他大学） ２，６９２ ０．６７ ８２０ ０．５０ ５４０ ０．２２ ４，０５２ ０．４９
学外（一般市民） １６，６３０ ４．１１ １，７７７ １．０７ ５５３ ０．２２ １８，９６０ ２．３２

合 計 ４０４，２４１ １００．００ １６５，３１４ １００．００ ２４９，０６７ １００．００ ８１８，６２２ １００．００
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Ovid Net２の EconLit は平成１３年９月から導入
SciFinder Scholar は平成１３年１１月から導入
NSCDNet の雑誌記事索引は７月末で提供を終了

平成１３年度 図書館利用統計
中央図書館 医学分館 筑紫分館 六本松分館 合 計

入館者数
（学外者：内数）

４０４，２４１
（４４，２６８）

１６５，３１４
（９，４１８）

２４，５４９
（２４６）

２４９，０６７
（４，０２６）

８４３，１７１
（５７，９５８）

館外貸出冊数
教職員

内訳
�
��
��
学生・院生等
学外者

６５，９３１ ２８，８６５ １，７４５ ３８，３７０ １３４，９１１

５，７１５
５９，９８５
２３１

７，２８５
２１，２６６
３１４

１８０
１，５６５

０

１２，０２８
２６，３４２

０

２５，２０８
１０９，１５８

５４５

レファレンス件数
教職員

内訳
�
��
��
学生・院生等
学外者
所在調査

内訳
�
��
��
事項調査
利用指導・その他

５，７３２ １３，９８１ １，０４１ ９，１７１ ２９，９２５

９０４
３，０９９
１，７２７

８，９４８
４，４７４
５５９

５３１
５１０
０

９１７
８，０２１
２３３

１１，３００
１６，１０４
２，５１９

２，４１１
７７５
２，４５６

７，５７３
４，７３０
１，６７８

６２５
１０４
３１２

４，４７２
４７

４，６５２

１５，０８１
５，６５６
９，０９８

オンライン情報検索サービス件数
DiALOG

内訳
�
��
��
JOIS
NACSIS－IR

４５ １３８ － － １８３

４
３９
２

１０
１２５
３

－
－
－

－
－
－

１４
１６４
５

CD－ROMサーバ情報検索件数 ８１，７６３ ２３，９６６ － － １０５，７２９
文献複写サービス件数 １７３，２５９ １２７，７３１ － １０，１０８ ３１１，０９８

学内者の複写件数
学外からの受付件数

�
�
�
国内
国外

学外への依頼件数
�
�
�
国内
国外

１５２，１８５
１６，１３１
１６，１３１

０
４，９４３
４，８６６
７７

８５，３８４
３６，９５４
３６，８７６

７８
５，３９３
５，３３３
６０

－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
９３２
９２２
１０

２３７，５６９
５３，０８５
５３，００７

７８
１１，２６８
１１，１２１
１４７

図書・雑誌の相互貸借件数
他機関への貸出件数
他機関からの借用件数
�
�
�
国内
国外

３，３２０ １１２ － １，３１５ ４，７４７

２，３４４
９７６
９７６
０

５５
５７
５７
０

－
－
－
－

６８６
６２９
６２８
１

３，０８５
１，６６２
１，６６１

１

平成１３年度データベース利用統計
データベース名 データベース名

WEB of Science ３８２，６７５ NSCDNet ２３，９６６
Ovid Net２ ８１，７６３ CACD ３，２１０

Current Contents ２５，０９１ 医学中央雑誌 １２，５６０
Eric ２８４ 内訳

�
�
�
�
�
�
�

Journal Citation Reports ４，１１８
Medline ５１，７１１ JICST化学技術用語シソーラス ３１５

内訳

�
�
�
�
��
��
�
�
�

PsycInfo ３，５１１ 雑誌記事索引 ３，７６３
CancerLit ３４０ SciFinder Scholar ８，６１８
EBMR ５５５
EconLit ２７１ 合 計 ５５４，８１９
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附属図書館商議委員名簿
平成１４年４月１日現在

委 員 長 有 川 節 夫 （システム情報科学研究院 教 授 図書館長）
委 員 藤 田 昌 也 （経 済 学 研 究 院 教 授 副館長）
〃 野 瀬 善 明 （医 学 研 究 院 教 授 医学分館長）
〃 根 本 紀 夫 （総 合 理 工 学 研 究 院 教 授 筑紫分館長）
〃 吉 田 昌 彦 （比較社会文化研究院 教 授 六本松分館長）
〃 松 尾 文 碩 （システム情報科学研究院 教 授 情報基盤センター長）
〃 柳 原 正 治 （法 学 研 究 院 教 授 留学生センター長）
〃 安 藤 保 （人 文 科 学 研 究 院 教 授）
〃 上 野 洋 三 （ 〃 〃 ）
〃 合 山 究 （比較社会文化研究院 教 授）
〃 菅 英 輝 （ 〃 〃 ）
〃 田 嶌 誠 一 （人 間 環 境 学 研 究 院 教 授）
〃 土 戸 敏 彦 （ 〃 〃 ）
〃 野 田 進 （法 学 研 究 院 教 授）
〃 石 田 正 治 （ 〃 〃 ）
〃 堀 江 康 煕 （経 済 学 研 究 院 教 授）
〃 関 源太郎 （ 〃 〃 ）
〃 小 谷 耕 二 （言 語 文 化 研 究 院 教 授）
〃 高 藤 冬 武 （ 〃 〃 ）
〃 前 田 悠 （理 学 研 究 院 教 授）
〃 小田垣 孝 （ 〃 〃 ）
〃 松 井 卓 （数 理 学 研 究 院 教 授）
〃 吉 川 敦 （ 〃 〃 ）
〃 高 橋 成 輔 （医 学 研 究 院 教 授）
〃 小 坂 俊 夫 （ 〃 〃 ）
〃 花 澤 重 正 （歯 学 研 究 院 教 授）
〃 前 田 勝 正 （ 〃 〃 ）
〃 美 根 和 典 （薬 学 研 究 院 教 授）
〃 前 田 稔 （ 〃 〃 ）
〃 桜 井 晃 （工 学 研 究 院 教 授）
〃 中 武 一 明 （ 〃 〃 ）
〃 吉 田 啓 二 （システム情報科学研究院 教 授）
〃 福 田 晃 （ 〃 〃 ）
〃 太 田 正之輔 （総 合 理 工 学 研 究 院 教 授）
〃 清 水 昭比古 （ 〃 〃 ）
〃 横 川 洋 （農 学 研 究 院 教 授）
〃 久 原 哲 （ 〃 〃 ）
〃 中 山 敬 一 （生体防御医学研究所 教 授）
〃 佐 藤 浩之助 （応 用 力 学 研 究 所 教 授）
〃 金 政 修 司 （機能物質科学研究所 教 授）
〃 大 柿 哲 朗 （健 康 科 学 セ ン タ ー 教 授）
〃 石 井 保 廣 （事 務 部 長）
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●人 事 異 動●
（平成１４年２月から平成１４年６月）

（中央図書館）
３．３１ 佐田 忠鴻 （事務部長）定年退職
〃 山口 徹郎 （データベース掛事務補佐員）退職

４．１ 有川 節夫 副学長（附属図書館長）
〃 藤田 昌也 副館長（大学院経済学研究院教授）
〃 石井 保廣 事務部長（愛媛大学附属図書館事務部長から）
〃 高塩 勝也 （情報管理課長）熊本大学附属図書館事務部長へ
〃 �� 修一 情報管理課長（熊本大学附属図書館情報サービス課長から）
〃 田中 榮博 （情報サービス課長）金沢大学経理部情報処理課長へ
〃 藤井 明 情報サービス課長（大阪大学附属図書館医学情報課長から）
〃 山本 善之 （会計掛）医学部会計掛へ
〃 田中有為子 会計掛主任（文学部会計掛主任から）
〃 内田智恵子 （図書情報第一掛）東京大学附属図書館へ
〃 阿部 千宏 図書情報第一掛事務補佐員（情報サービス課相互利用掛から）
〃 青� 良輔 図書情報第二掛（再任用）
〃 上田 大輔 雑誌情報掛（生体防御医学研究所管理掛から）
〃 相部久美子 情報サービス第一掛事務補佐員（情報管理課図書情報第一掛から）
〃 塚本 佳奈 情報サービス第二掛（採用）
〃 柴田とみ子 相互利用掛事務補佐員（情報サービス第一掛から）
〃 古賀由紀子 データベース掛（文部科学省大臣官房政策課から）
〃 児玉 佳子 データベース掛事務補佐員（採用）
〃 益森 治巳 （電子情報掛長）琉球大学附属図書館情報管理課長へ
〃 服部 綾乃 電子情報掛（情報管理課図書情報第二掛から）

５．１ 樋口 伸子 データベース掛事務補佐員（採用）
６．１ 原田 方子 データベース掛事務補佐員（採用）
６．３０ 神田 裕子 （庶務掛事務補佐員）辞職
（医学分館）
２．１ 鳥居 愛 受入目録掛（採用）
２．２０ 江尻 純子 （相互利用掛事務補佐員）辞職
３．１ 田野 信子 相互利用掛事務補佐員（採用）
３．３１ 樋口 伸子 （参考調査掛）定年退職
４．１ 野瀬 善明 医学分館長（大学院医学研究院教授）
〃 三浦 誠 受入目録掛長（筑紫分館図書掛長から）
〃 羽賀真記子 閲覧掛（採用）
〃 井ノ上俊哉 参考調査掛長（鹿児島大学附属図書館情報サービス課桜ヶ丘分館情報サービス係長

から）
〃 澤井 寛 参考調査掛（閲覧掛から）

（筑紫分館）
４．１ 尾上 五男 図書掛長（医学分館受入目録掛長から）
（六本松分館）
４．１ 吉田 昌彦 六本松分館長（大学院比較社会文化研究院教授）
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●図書館日誌●
（平成１４年２月～平成１４年６月）

４．１ 篠田 繁寿 （受入掛）情報基盤センター電子情報サービス掛へ
〃 星子 奈美 受入掛（採用）
〃 吉松 伸恵 目録掛（石炭研究資料センターから）
〃 渡�由紀子 閲覧掛長（宮崎医科大学教務部図書課情報サービス係長から）
（教育学部等）
３．３１ 青� 良輔 （図書掛長）定年退職
４．１ 中野由紀夫 図書掛長（医学分館参考調査掛長から）
（法学部）
２．１ 伊勢脇純子 図書掛（医学分館受入目録掛から）
（経済学部）
３．３１ 阿部 蕗子 （図書掛長）定年退職
４．１ 松田 尚代 図書掛長（六本松分館閲覧掛長から）
〃 上田はるみ 図書掛（六本松分館目録掛から）
〃 沖 政広 （図書掛）宮崎医科大学教務部図書課情報サービス係長へ
〃 青木 良秀 図書掛（工学部等総務課図書掛から）

４．２４ 堀 優子 （図書掛）育児休業
〃 山本 綾 図書掛（臨時的任用）

（工学部等）
４．１ 大平 久司 図書掛（附属図書館情報管理課雑誌情報掛から）
（生体防御医学研究所）
４．１ 山口 良子 管理掛（附属図書館情報システム課データベース掛から）
（石炭研究資料センター）
４．１ 小林 伸子 （経済学部図書掛から）

２．４ 電子ジャーナル説明会（東京大学）
２．５ 総務省九州管区行政評価局の行政監察（中央図書館）
２．６ 総務省九州管区行政評価局の行政監察（六本松分館）
〃 平成１３年度目録システム担当者連絡会議（国立情報学研究所）
２．８ 電子ジャーナル説明会（中央図書館）
２．１５ 理系図書館ヒアリング（情報基盤センター）
〃 平成１３年度第３回福岡地区研究会（福岡工業大学）
２．１９ 平成１３年度大学図書館等情報化支援会議（国立情報学研究所）
〃 高麗大学校学生一行（１１名）来館

２．２２ 慶北大学校中央図書館訪問（有川館長、今西、松原教授、栗山補佐）（～２３日）
２．２８ NACSIS－CAT/ILL 講習会担当者会議（国立情報学研究所）
３．１ 慶北大学校中央図書館電算管理チーム、分類目録チーム、古書担当（３名）来館
３．４ 館長会議、附属図書館商議委員会（中央図書館）
３．５ NACSIS－SL/ILL 評価会議（国立情報学研究所）
３．７ 第４回ラテン語古刊本書誌作成研修会（中央図書館）
３．１１ 外国雑誌センター館会議（東京大学）
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３．１４ 第４回法人格取得問題に関する附属図書館懇談会、電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大
学）

３．２０ 講演会「これからの大学図書館と情報リテラシー教育：琉球大学附属図書館の実践をとおして」（琉
球大、上原恵美氏）（中央図書館）

〃 全学図書系掛長会議（中央図書館）
３．２７ 福岡市総合図書館運営審議会
３．２９ ラテン語研修会（中央図書館）
４．３ Dan Vu Binh ハノイ農業大学学長来館
４．１６ 電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学）
４．１８ 第３２回九州地区国立大学図書館協議会（大分大学）
４．１９ 平成１４年度第５３回九州地区大学図書館協議会総会（大分大学）
４．２２ 情報検索講習会（文献検索の基礎）開始（六本松地区）（～２６日）
５．９ 研究開発室会議、館長会議、附属図書館商議委員会（中央図書館）
〃 附属図書館貴重文物展観「ヨーロッパ製古地図から見たアジア・日本・九州」（中央図書館）（～１５

日）
５．１０ 附属図書館公開講演会「ヨーロッパ製古地図から見た日本とその周辺」小野菊雄名誉教授（中央図

書館）
５．１３ 全学図書系掛長会議（中央図書館）
５．１７ 講演会（資料保存研修会）木部 徹講師（中央図書館）
５．２０ 情報検索講習会（データベース編）開始（中央図書館、医学分館）（～６月５日）
５．２１ 新図書館検討WG（中央図書館）
〃 国立大学附属図書館事務部課長会議（国立情報学研究所）

５．２２ 今後の電子図書館のあり方（国立情報学研究所）
〃 国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会（東京大学）
〃 平成１３年度著作権特別委員会（東京大学）
〃 国立大学図書館協議会常務理事会（東京大学）

５．２３ 平成１３年度図書館高度情報化特別委員会（第２回）（東京大学）
〃 国立大学図書館協議会理事会（東京大学）
〃 電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学）
〃 資料保存第１０回研修会（中央図書館）
５．２４ センター地区基本設計合同検討チーム会議（事務局）
〃 九州芸術工科大学図書館との統合打合せ（芸工大）
〃 平成１４年度福岡県・佐賀県大学図書館協議会総会（筑紫女学園大学）
６．７ 統合連絡会（中央図書館）
６．１０「図書館情報」編集委員会（中央図書館）
６．１１ 新図書館運用検討サブWG（中央図書館）
６．１２ 情報リテラシーWG（中央図書館）
６．１４ 全学閲覧業務担当会議（中央図書館）
６．２０ 第２回センター地区基本設計合同検討会議（事務局）
６．２６ 第１回ラテン語研修会（中央図書館）
〃 第４９回国立大学図書館協議会総会（鳥取大学）（～２７日）
６．２７ 資料保存研修会（中央図書館）
６．２８ ホームページ編集委員会（中央図書館）
〃 史・資料研究会（中央図書館）
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武 維平（大学教育研究センター助教授）

「�沫若留日十年：１９１４‐１９２４」
武 維平著
重慶出版社 ２００１

［中央図書館 ９２０．２７８／Ka２８］

清水 展（比較社会文化研究院教授）

「The Orphans of Pinatsubo :
the Syta Struggle for Existence」

Hiromu Shimizu
Solildaridad Publishing House ２００１
［六本松分館 ３６９．３１／Sh４９］

村上敬宜（工学研究院教授）

「金属疲労：微小欠陥と介在物の影響」
村上敬宜著
養賢堂 １９９３

［中央図書館 ５０１．４１／Mu４３／１B］

自著紹介

郭沫若は日本と深い関わりを持つ現代中国文学の

巨人であった。大正３年から１２年までの間医学を学

ぶために日本に留学していたが、途中文学に転身し

たのである。この１０年では、彼が一介の医学生から

文学者への道を歩み、日本という異文化の中で同時

代中国の新詩の流れを変えてしまうほどの文学者に

成長した。では、もともと医学生の彼は何故詩人に

なったのか、彼は日本でどんな思想に接し、精神的

にどんな滋養を吸収していたのか。当時の文学界を

震撼させた彼の処女詩集『女神』を育んだ環境と詩

人の精神風土は未だに解明されていない。

このような問題意識で、「異文化の狭間にいる郭

沫若―日本留学の時代」を論題に、留学事情および

創作環境の事実検証を主軸に、彼が日本で書いた文

学作品を論じ、そして彼の日本留学事情および創作

環境の事実検証を主軸に、彼が日本で書いた文学作

品を論じ、そして彼の日本留学の足跡を追いながら、

政治、文学思想の受容関係を探り、現代中国の代表

的な文学大家にまで成長した過程と、若き詩人郭沫

若のより真実な人間像を突き止めることを目指して

本書を書いたのである。

本書は著者による中国語翻訳版である。

１９９１年６月、フィリピン西部ルソンのピナトゥボ

火山が大爆発を起こしました。同じ頃に噴火した雲

仙普賢岳の６００倍、２０世紀最大の規模でした。その

ため、山麓一帯で狩猟と焼畑農耕を営みながらくら

していた、３万人ほどのグリート系先住民アエタは、

故郷を追われ、再定住地で新たな生活を始めること

を余儀なくされました。本書は、噴火の直後から６

年間にわたって、現地を訪れ、１００人を超える友人

知人たちにインタヴューした記録です。彼／彼女た

ちの被災苦難の体験や、生活再建の苦闘、そのなか

での民族的・文化的な自覚の強化などについて、彼

ら自身の語り３０編と私の解説を収めています。

彼／彼女ら個々人の経験が、集合的な記憶の銀行

としてアエタ・コミュニティーで共有されること、

そして発するメッセージが、アエタ以外の人々の耳

に届き、新たな対応を生みだすことを願って出版し

ました。２５年前のフィールドワークで２年間お世話

になったことへの、ささやかな恩返しとなればうれ

しいです。

人間の日常感覚が学問の進歩を遅らせる典型的な
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村上敬宜（工学研究院教授）

「Metal Fatigue : Effects of Small
Defects and Nonmetallic Inclusions」
Yukitaka Murakami
Elsevier ２００２

［中央図書館 ５０１．４１／Mu４３］

Wolfgang Michel（言語文化研究院・教授）

「Heutiges Japan / Engelbert Kaempfer」
Hrerausgegeben von
Wolfgang Michel und Barend J. Terwiel
BandI/1 und I/2.
Iudicium-Berlag ２００１

［六本松分館 ２１０．５／Ka１５］

例として「金属疲労」をあげることができる。スタ

ンダールが「一旅行者の追憶」の中で金属疲労らし

きことに目を留めたのは１８３０年代である。ドイツの

鉄道技師Wöhlerが世界で始めて計画的に金属疲労

の研究を始めたのは１８５０年代である。皮肉なことに

そのドイツで１９９８年に新幹線の車輪の疲労破壊事故

で１０２名の死者が出た。人間は機械や乗物が無事に

運転されている間はそれらが永遠に無事に運転され

ると思い込む習性を持っている。しかし、その期待

には科学的根拠はない。金属疲労は静かに進行し、

起こるべくして起こる。全ての材料、機械には疲労

破壊の発端となる目に見えない微小な欠陥が存在す

る。欠陥の寸法も場所もまちまちである。したがっ

て、疲労強度の予測はきわめて困難である。本書は

微小欠陥から亀裂が発生し、破壊に至る現象に焦点

を当て、「金属疲労の真髄を理解すること」と「実

際問題の解決にどのように対処すべきか」を書いた

ものである。

本書は日本語版「金属疲労：微小欠陥と介在物の

影響」（養賢堂、１９９３年）に新たに２章を追加し、

さらに付録の統計的考察の部分を補充して、英文と

して出版したものである。英文として出版した理由

は、日本語版をヨーロッパの研究者が購入し、図表

や式を頼りに読んだり、中国人の研究者に訳させて

いる、というはなしを以前から聞いていたからであ

る。新たに追加した１５章と１６章のうち１５章は特に最

近の難問である「超長寿命疲労破壊現象」を扱って

いる。以前は「１０の７乗回まで試験して、破壊しな

ければ永久に破壊しない」といわれていたことを見

直さなければならない実験データが相次いで報告さ

れており、この現象は研究者、設計者に警告を与え

ている。英訳はつらい仕事であるが「やらねばなら

ぬ」と思ってやった。

本文の英訳は英国の友人、Dr. Les Pook に、はし

がきの訳は留学生センターのA. Cobbing 先生に助

けてもらった。

ドイツ人エンゲルベルト・ケンペル（１６５１－

１７１６）はロシア、ペルシャ、インド、シャム、日本

などに関して膨大な資料を残した最初のヨーロッパ

人研究旅行家の一人である。様々な分野でケンペル

研究が盛んになっているのを受け、大英図書館所蔵

のケンペル遺稿を刊行する国際的プロジェクトが１０

年前に発足し、昨年１１月に第一弾として有名な『日

本誌』の原典批判版が出版された。上巻は原稿の本

文、図版資料と、いわゆる原典批判の注釈となって

おり、下巻は内容に関する脚注のほか、資料の特徴、

ケンペルの日本研究の背景、方法などの詳細な分析

を載せている。分析にあたっては驚きの連続だった。

ケンペル以外に３人の筆跡が確認され、ドイツ語の

原文は１８世紀に刊行された英語、フランス語版など

に比べはるかに不統一で未完成だった。我々は過去

を再構築する際、その土台となる資料に依存し、操

作されていることを改めて実感させられた。
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中央図書館 六本松分館

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
蔵書の充実を図るため、図書館では著作物刊行の節は

一部ご寄贈くださるようお願いしております。今回は次

の教官からご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げま

す。

有川節夫（附属図書館長・システム情報研究院教授）

「Progress in discovery science : final report of the

Japanese discovery science project」

Setsuo Arikawa, Ayumu Shinohara eds.

Springer２００２

［中央図書館 ００７．１３／A７１］

武 継平（大学教育研究センター助教授）

「郭沫若―留日十年」武 継平著

重慶出版社 ２００１

［中央図書館 ９２０．２７８／Ka２８］

村上敬宜（工学研究院・教授）

「金属疲労：微小欠陥と介在物の影響」

村上敬宜著

養賢堂 １９９３

［中央図書館 ５６３．６／Mu４３／１B］

村上敬宜（工学研究院教授）

「Metal fatigue : effects of small defects and non-

metallic inclusions」

Yukitaka Murakami

Elsevier２００２

［中央図書館 ５６３．６／Mu４３］

清水 展（大学院比較社会文化研究院教授）

「The Orphans of Pinatubo : the Ayta struggle for

existence」

Hiromu Shimizu

Solidaridad Publishing House２００１

［六本松分館 ３６９．３１／Sh４９］

Wolfgang Michel（大学院言語文化研究院教授）

「Heutiges Japan/Engelbert Kaempfer」

Hrerausgegeben von

Wolfgang Miche lund Barend J. Terwiel

BandI/1und I/2.

Iudicium－Berlag２００１

［六本松分館 ２１０．５／Ka１５］

嶋田洋一郎（大学院比較社会文化研究院助教授）

「ヘルダー旅日記」嶋田洋一郎著

九州大学出版会 ２００２

［六本松分館 ９４５．６／H５３］

表紙について

源氏物語歌絵は附属図書館ホームページの「九州大学附属図書館貴重資料画像データベー

ス」から見ることができます。

http://herakles.lib.kyushu-u.ac.jp/nara/genji/txt/f001.htm
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OPACの使い方 ８月７日（水） ９月１１日（水）

図書の探し方 ８月２１日（水） ９月１８日（水）

雑誌の探し方（文系） ８月２８日（水） ９月２５日（水）

雑誌の探し方（理系） ９月４日（水） １０月２日（水）

附属図書館では昨年度から九州大学学内者向けの情報

検索講習会を開催しております。

今年度は新入生対象のガイダンスに始まり、４月２０日

～２６日には六本松キャンパスで情報検索講習会（文献検

索の基礎）、５月２０日～６月５日には箱崎キャンパスで

「情報検索講習会（データベース編）」を開催しました。

７月１０日からは毎週水曜日に、情報検索講習会（文献

の探し方）の定期開催を開始しています。「OPACの使

い方」、「図書の探し方」、「雑誌の探し方（文系）」、「雑

誌の探し方（理系）」の順で毎月行っていきます。

開催場所：中央図書館（箱崎キャンパス）３階

第２情報サロン

申 込 先：＜窓口＞中央図書館カウンター

中央図書館参考調査掛

六本松分館カウンター

医学分館参考調査掛

＜電話＞０９２－６４２－２３３６

＜E－mail＞ ref１＠lib.kyushu－u.ac.jp

※E－mail で申し込まれる方は氏名・所属・受講希望日時（内容）・連絡先を明記してください。

なお、各回の定員は１５名までとさせていただきます。

今後の開催日

※時間はいずれも１５時００分から１６時００分までです。

附属図書館のホームページに情報検索講習会案内がありますのでご覧下さい。

http : //www.lib.kyushu-u.ac.jp/d-lib/school/H１４search/index.html

九州大学附属図書館報「図書館情報」 Vol. 38, No. 1（通巻202号）

編集発行 九州大学附属図書館 2002年 7月31日

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6丁目10番 1 号 電話（092）642-2336（ダイヤルイン）
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